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株式会社ジィ・シィ企画（本社：千葉県佐倉市、代表取締役社⻑：⽮ヶ部啓⼀、以下 ジィ・シィ企画）は、
様々な社会課題を解決するための新規事業として、コミュニティ通貨を利⽤した研究開発を 3 年前より着⼿。 
2019 年 2 ⽉に産学連携で「 持続可能社会のためのコミュニティ通貨研究コンソーシアム 」
（https://www.3c3s.org/）を設⽴し、様々なプロジェクトを実施。望ましいコミュニティの持続可能性に寄与
すべく、次世代技術に⽀えられたコミュニティ通貨を基軸とした新たな社会経済システムを実現するために必
要なデータを収集、解析を⾏い、その成果を社会実装することを⽬的として活動しています。 
 
ジィ・シィ企画では、コミュニティ通貨「C.C.Wallet」アプリを活⽤し、コミュニティ通貨の利⽤価値の創出や
従業員エンゲージメントの向上から⾃社の商材としての研究や CSR 活動を通じた社会貢献活動への利⽤につい
て幅広く研究しています。 
本ニュースリリースでは、研究のひとつであるコミュニティ通貨を利⽤した地域貢献型実証実験をご紹介します。 
 
ジィ・シィ企画本社所在地の佐倉市には、⼦ども⾷堂が集まる「さくらあったか⾷堂ネットワーク」があり、現
在 11 の団体が所属しております。その中の２団体と実証実験の⼀環としてコミュニティ通貨を⽤いた地域貢献
活動に取り組んでいます。 
ジィ・シィ企画では全従業員にコミュニティ通貨を付与し、様々な社内活動に利⽤しております。地域貢献型と
しては、従業員が所有している通貨を⼦ども⾷堂へ寄付する仕組みとして利⽤し、⼦供⾷堂は貯まったコミュニ
ティ通貨を使って加盟店舗にて⾷材を仕⼊れ、⾷材の代⾦はジィ・シィ企画にて⽀払いをします。単純に企業が
こども⾷堂に⾷材を寄付するのではなく、従業員が寄付し、⼦どもたちはキーホルダーなどを⼿作りして社員へ
のお礼として配布しています。これにより地域コミュニティ内で通貨を循環させることが実証実験の⽬的となり
ます。 
今回、寄付活動をおこなっているねっこ⾷堂様にコミュニティ通貨を使った寄付についてインタビューをさせて
いただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コミュニティ通貨を利⽤した地域貢献型実証実験 
〜⼦ども⾷堂への寄付活動について（ねっこ⾷堂編）〜 



⼦どもたちの作品 
⼦ども⾷堂に通う⼦どもたちが「ありがとう」の気持ちを込めて作った作品の⼀部を⼦ども⾷堂に快諾いただき、
佐倉むらさきライオンズクラブ様を通して佐倉ライオンズクラブ様・佐倉中央ライオンズクラブ様・佐倉むらさ
きライオンズクラブ様へお譲りしました。お渡しした作品はライオンズクラブ様主催の献⾎会場にて、献⾎にご
協⼒いただいた⽅へのお礼としてお配りしています。⾷材の寄付に対する⼦どもたちの「ありがとう」の気持ち
から、献⾎をしてくださった⽅へ「ありがとう」の思いを届ける。私たちは、世界中に「ありがとう」の⾔葉が
溢れることを願っています。 

⼦どもたちの作品【キーホルダー】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真左：株式会社ジィ・シィ企画 代表取締役社⻑ ⽮ヶ部啓⼀ 
写真右：佐倉むらさきライオンズクラブ 会⻑ 津端みどり 様 

 
 
 
 



さくらあったか⾷堂ネットワーク所属⼀覧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②ねっこ⾷堂 
  

⽴ち上げ：2014 年に発⾜ 
活動内容：⼦ども(地域)⾷堂：毎⽉最終⾦曜⽇ 
     学習⽀援：毎週⾦曜⽇ 
活動場所：根郷公⺠館 
⾷堂参加費：100 円(⼦ども・⼤⼈共通) 
活動スタッフ：⼦ども(地域)⾷堂：10 名 

学習⽀援：10 名 
       地域のボランティア、給⾷関係者、⺠⽣委員児童委員、元教職員 

などが在籍 
https://www.facebook.com/sakuranekkonokai/ 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

⼦ども⾷堂の声【ねっこ⾷堂】 
ねっこ⾷堂をはじめようと思ったきっかけを教えてください。 

8 年ほど前、佐倉市児童⻘少年課・社会福祉協議会から根郷地区の⺠⽣・児童委員や主任児童
員に「地域で⼼配な家庭があるのでその保護者と⼦どもを⽀えてもらいたい」と話がきたの
がきっかけでした。当初、学習⽀援という形で３組からスタートしましたが、悩みを抱えて
いる⼦どもだけを集めてしまうと、「貧困や家庭に問題を抱えている⼦どもたちが集まる場
所」という⽬で⾒られてしまい、そうなってしまうと必要としている⼦どもたちが来られな
くなってしまうので、誰でも来ていい場所として始めました。学習⽀援は 17 時〜19 時まで
やっており、18 時を過ぎると⼦どもたちが「おなかすいた〜」と騒ぎ始めるんです。そこで、
4 年ほど前から⽉に 1 回ですが、⼦どもたちとお迎えに来る保護者が⼣⾷を済ませられる「ね
っこ⾷堂」をスタートしました。ここでは、保護者同⼠やスタッフと近況報告や悩みを相談
できる⼤切なコミュニケーションの場となっています。今では、地域の⼦どもからお年寄り
まで世代間交流のできるアットホームな「地域の居場所」になっています。 

運営していて⼤変だったこと。困っていたことはなんですか？ 

有り難いことに、佐倉市内外の⽅から⾷材をいただきますが、⾷材を保管し管理する場所に困っ
ています。現在、市内の施設で⾷材保管場所を設置し、⾷材を受け渡ししていただくことで、多
くの⼈が⼦ども⾷堂に関わりを持ち、⼀緒に活動ができるよう実現に向け進めようと考えてい
ます。⾊んな意味で地域の広がりを感じ嬉しく思います。 

コミュニティ通貨を使ったシステムを使ってみていかがでしたか？ 

⼦どもたちが寄付を当たり前のように受けていたものが、作品を作るとその分だけ⾷材と交換
できるポイントが⼿に⼊ることを理解すると作品作りを頑張って取り組んでいます。たまに雑
な作品もあるんですけどね。⼦どもたちにも達成感が⽣まれ、取り組んだ成果がつながること
を経験できていることは本当によかったと思っています。プラバンや⼯作などの作品を作って
社員が購⼊してくれて、ポイントがスマホに⼊ってそのポイントを使ってお店で⾷材を購⼊す
るというのが企業さんと⼦どもたちの作品と寄付⾦とが循環していて、この流れはすばらしい
と思いました。市役所の⽅とお話した際にも、この取り組みを⼤変驚かれていたんですよ。 

今後、コミュニティ通貨を使ったやりとりに期待することを教えてください。 

さくらあったか⾷堂ネットワークの定例会にて活動報告をすると、他の⾷堂から羨ましいとの声
がたくさんあがるんです。今は 2 団体がお世話になっていますが、ぜひポイントを利⽤できる⾷
堂が少しずつでも広がっていったら嬉しく思います。 

ありがとうございました。 
このコミュニティ通貨を使ったシステムがより使いやすいものになるよう今後も様々なご意⾒を
お聞かせいただければと思います。引き続き、宜しくお願いいたします。 



 
コミュニティ通貨は⼀定の地域内や限られた会員の間でのみ流通する価値交換システムです。主にボランティア
的なサービスの提供や、相互扶助の⼿段として使われ、持続可能な⾃⽴型の社会を形成やコミュニティの活性化
など様々な⽬的で使⽤します。 
ジィ・シィ企画は⾃社が持っている決済技術を応⽤してコミュニティ通貨システムを開発しました。コミュニテ
ィ通貨の利⽤価値の創出や従業員エンゲージメントの向上を⽬指しコミュニティ通貨の社会実装を⽬指します。 
 
 


